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今月の
　記念日

■�ふき水煮25ｇ、豚肉（コマ切れ）15ｇ、にんじん10.3ｇ、サラダ油
0.5ｇ、みりん１ｇ、酒１g、濃口醤油２ｇ、砂糖２ｇ、ごま油0.3ｇ

①ふき水煮は４㎝の長さに切る、にんじんは４㎝の千切りにする。
②調味料をあわせておく。
③油を熱し、豚肉・人参・ふきの順に加えていためる。
④�全体に油が回ったら、あわせておいた調味料を加えて、煮汁がなくな
るまで炒り煮し、ごま油を加えて、仕上げる。

　高校生のなりたい職業ランキングで第１位が地方公務員だといいます。そんな「なりたい
職業」に就いたあなたは、想像していたのとは異なる現場に驚いたことでしょう。そこで贈
りたいのが「何になるかより、何をやるのかの方が大事」という言葉。公務員になったこと
に満足するのではなく、「住民の役に立ちたい」「喜ばれる仕事がしたい」という初心を大切
に、働き続けてほしいと願います。さらに「誰とやるのか」も大事です。ぜひ労働組合に加
入して、仲間といっしょに「喜ばれる仕事を」。

　日本で初めて女性として医師国家試験に合格した荻野吟子が生まれた1851年４月４日に由来します。医療界に
おける男女平等を推進させていくきっかけとする目的で、2024年に記念日として認定・登録されました。荻野吟
子は女性医師という前例がなかったことで、いじめにあうなど苦しい学生生活を送りながらも、優秀な成績で卒
業しました。女性が学問をするだけでも大変だった時代、ましてや女性が医学を学ぶことに先例もなく幾多の困
難を極めました。女性医師に理解を得なかったのは、医師全員が男性だったことも大きな原因なのでしょう。荻
野さんの「こんな目にあうのは自分一人でたくさんだ」との踏んばりが女性の活躍につながっています。

何になるかより
何をやるのかの方が大事 ４月４日

日本女性医師デー
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０
１
７
年
に
韓
国
で
起
き
た
実
話
を
も

と
に
し
た
作
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。
公
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は
昨
年
８
月
で
す
。

ダ
ン
ス
が
好
き
な
明
る
い
女
子
高
生
ソ
ヒ

は
、
職
業
高
校
の
担
任
の
紹
介
で
大
手
通
信

会
社
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
現
場
実
習
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と

し
て
働
き
始
め
ま
す
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は
客
の
解
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で
、
厳
し
い
ノ
ル
マ
を
課
し

て
従
業
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同
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を
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争
さ
せ
、
実
習
生
を
低

賃
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で
消
耗
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の
よ
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に
こ
き
使
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酷
な

職
場
の
実
態
が
リ
ア
ル
に
描
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れ
ま
す
。
そ

ん
な
仕
事
か
ら
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に
神
経
を
擦
り
減
ら
し

て
い
っ
た
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は
、
指
導
役
の
男
性
上
司
の

自
殺
で
更
に
追
い
詰
め
ら
れ
ま
す
。「
仕
事

を
辞
め
た
い
」
と
い
う
ソ
ヒ
の
必
死
の
訴
え

も
、
彼
女
の
稼
ぎ
を
当
て
に
す
る
両
親
、
学

校
の
体
面
を
気
に
す
る
だ
け
の
担
任
教
師
に

は
届
か
ず
、
絶
望
し
た
ソ
ヒ
は
真
冬
の
貯
水

池
に
身
を
投
げ
ま
し
た
。
後
半
は
監
督
の
創

作
で
す
。
ソ
ヒ
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
、
捜
査

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ユ
ジ
ン

刑
事
。
彼
女
は
、
両
親
や
友
人
た
ち
に
会

い
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
高
校
に
も
出
向
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査
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会
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。

　

就
職
率
や
補
助
金
を
重
視
し
、
実
習
先
の

労
働
環
境
は
見
よ
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と
し
な
い
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と
教
育

庁
、
韓
国
の
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の
職
業
実
習
制
度
の
実
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を
暴
い
た
本
作
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が
公
開
さ
れ
る
や
、
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が
高
ま
り
制
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が
改
革
さ
れ
ま
し
た
。
ユ

ジ
ン
刑
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に
扮
し
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は
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是
枝
監
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ベ
イ
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・
ブ
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ー
カ
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」
で
警
官
を
演

じ
た
ペ
・
ド
ゥ
ナ
。
ソ
ヒ
の
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を
聴
き
取

り
、
そ
の
代
弁
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と
な
っ
て
大
人
た
ち
の
責

任
を
追
及
す
る
重
要
な
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こ
ろ
で
す
。
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「
Ｎ
ｅ
ｘ
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Ｓ
ｏ
ｈ
ｅ
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、
次
の
犠
牲
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出
さ
な
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い
う
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮島　未奈
（作家　1983年～）
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あ
る
高
校
生
の
死
を
め
ぐ
る

�

衝
撃
的
な
実
話
を
映
画
化

ふきと豚肉の
きんぴら

貝塚市職労　瀬戸 真一さん

協力：現業評議会・給食部会

枚方市長による不当労働行為とたたかう裁判で全面勝利し、「勝利判
決」の幕を手にする三宅副委員長（大阪高裁前で　2023年６月16日）
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Ｏ
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５
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大
阪
自
治
労
連
か
ら
は
枚
方
市
職

労
副
委
員
長
の
三
宅
武
志
さ
ん
を
派

遣
し
ま
す
。
枚
方
市
職
労
は
、
維
新

の
会
に
所
属
す
る
市
長
が
不
当
に
も

組
合
事
務
所
の
退
去
を
通
告
し
た
こ

と
に
対
し
て
、
労
働
委
員
会
と
裁
判

に
訴
え
て
全
面
勝
利
し
ま
し
た
。

　

三
宅
さ
ん
は
大
阪
に
お
け
る
公
務

員
の
労
働
基
本
権
制
約
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
日
本
政
府

に
対
し
て
、
公
務
員
の
労
働
基
本
権

を
回
復
す
る
勧
告
を
行
う
よ
う
要
請

し
ま
す
。
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代
表
団
は
、
西
欧
で
水
道
な
ど
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
や
再
直
営

化
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
る
シ

ン
ク
タ
ン
ク
・
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
研
究
所
と
も
交
流
し
ま
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
三
宅
さ
ん
を
代

表
団
と
し
て
派
遣
す
る
に
あ
た
り
、

組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
カ
ン
パ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

作り方

材料（１人分）

公
務
員
の

�
労
働
基
本
権
の
回
復
へ

大阪の自治体労働組合を代表
してILOに派遣される枚方市
職労の三宅武志副委員長

ILO（国際労働機関）とはILO（国際労働機関）とは

　国際的な労働基準の制定を通して世界の労
働者の労働条件の改善をめざす国際連合の専
門機関。1919年に創設され、加盟国は187か
国。１日８時間労働、母性保護、労働基本権の
保障など国際基準を制定し、各国で実施され
てきました。日本の公務員はストライキ権な
ど労働基本権や政治活動が制約され、消防職
員は団結権すら認められず、ILOが示す国際
基準に違反する異常な状態が続いています。

枚方市職労・三宅武志副委員長を枚方市職労・三宅武志副委員長を
ILO（国際労働機関）に代表派遣ILO（国際労働機関）に代表派遣


